
 

土木建築局サーバクラウド提供サービス 

公募型プロポーザル選定委員会（第１回） 

議事要旨 

項  目 内     容 

１ 日  時 令和７年６月 16 日～６月 19 日 

２ 場  所 持ち回りで開催 

３ 出席委員 

広島県 土木建築局 建設企画担当部長 

広島県 総務局 情報戦略担当部長 

広島県 総務局 デジタル基盤整備課長 

広島県 総務局 県庁情報システム担当課長 

広島県 土木建築局 建設ＤＸ担当課長 

４ 議  題 

・公募型プロポーザルに参加しようとする者に必要な資格要件について 

・評価基準に関すること 

・その他、公募型プロポーザルの実施に際し必要な事項（公告資料等）について 

５ 担当部署 広島県土木建築局建設ＤＸ担当 

６ 開催方法 
１ 参集 

２ 持ち回り   

７ 議事内容 

次の１～３について審議した結果は次のとおり。 

１ 公募型プロポーザルに参加しようとする者に必要な資格要件について 

令和６年広島県告示第 607 号に定める「55Ｄシステムの保守・管理」及び「55ＧＩＴコ

ンサルティング」のいずれの資格についても認定されている者であること等とすること

で了解を得た。 

 

２ 評価基準に関すること 

提案書評価基準（案）のとおりとすることで了解を得た。 

 

３ その他、公募型プロポーザルの実施に際し必要な事項（公告資料等）について 

 公告（案）等のとおりとすることで了解を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

土木建築局サーバクラウド提供サービス 

公募型プロポーザル選定委員会（第２回） 

議事要旨 

項  目 内     容 

１ 日  時 令和７年７月８日 

２ 場  所 持ち回りで開催 

３ 出席委員 

広島県 土木建築局 建設企画担当部長 

広島県 総務局 情報戦略担当部長 

広島県 総務局 デジタル基盤整備課長 

広島県 総務局 県庁情報システム担当課長 

広島県 土木建築局 建設ＤＸ担当課長 

４ 議  題 １次審査（仕様書記載の資格）について 

５ 担当部署 広島県土木建築局建設ＤＸ担当 

６ 開催方法 
１ 参集 

２ 持ち回り   

７ 議事内容 

次の仕様書記載の内容について審議した結果は次のとおり。 

 仕様書 

  クラウド基盤環境 クラウドサービス・サポート要件 

   サービスを提供するデータセンターは、住民の個人情報及びこれに準ずる情報を

取り扱う場合、ISMS（ISO/IEC27001）を取得していることに加え、次のいずれか

を満たしていること。 

   ａ ISMAP クラウドサービスリストに登録されていること。  

ｂ  クラウドサービスにおける第三者認証として  ISO/IEC 27017 及び 

ISO/IEC27018 を取得していること。  

ｃ  クラウドサービスにおける第三者認証として  ISO/IEC 27017 及び 

ISO/IEC27701 を取得していること。 

 

Ａ者およびＢ者ともに、ISMAP（ISO/IEC270001）等資格を保有していることを事務局で確

認し、了解を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

土木建築局サーバクラウド提供サービス 

公募型プロポーザル選定委員会（第３回） 

議事要旨 

項  目 内     容 

１ 日  時 令和７年７月 23 日 11 時 15 分から 11 時 35 分まで 

２ 場  所 広島県庁 自治会館 303 会議室 

３ 出席委員 

広島県 土木建築局 建設企画担当部長 

広島県 総務局 情報戦略担当部長 

広島県 総務局 デジタル基盤整備課長 

広島県 総務局 県庁情報システム担当課長 

広島県 土木建築局 建設ＤＸ担当課長 

４ 議  題 最優秀提案者の決定に関する審査 

５ 担当部署 広島県土木建築局建設ＤＸ担当 

６ 開催方法 
１ 参集 

２ 持ち回り 

７ 議事内容 

提案された提案書を基に各委員書面審査を行い、選定委員会において審査の上、最優

秀提案者を選定した。 

 

１ 提案者（最優秀提案者：◎） 

◎Ｂ者：ネットワンシステムズ株式会社  

 

２ 各委員の主な評価・選定理由、意見 

・実施体制については、Ａ者がわかりやすかった。 

・コスト、パフォーマンスの部分については、我々の懸案にコミットしてくれるのは、Ｂ 

者が優れていると考えた。 

・プレゼンテーションや質疑応答の中で、Ｂ者のほうが安心感があった。Ａ者の提案も 

新たなものがあったので、甲乙つけがたかった。 

・総合的にＢ者が現状の評価と課題、改善策について目的を達成できる見込みがあると 

考えた。 

・全員Ｂ者が優れているという評価となったため、Ｂ者を最優秀提案者とする。 

 


